
尊門家会議プ司グラム

患者、合務会:関上署長楽{筑波大学人文役会科学研究科社会科学芸専攻銃殺後}� 

i可野寺通訳:格潔草喜一(筑波大学人文社会科学長野究科文芸・言語専攻勢教綬}、桑続三r!.草子、石川佳子

第� 1日自:2006年3月9日木曜日

橿主催者挨拶� 13 : 30 

工藤典雄{筑波大学出際交流担当誠学長}

上田浩二(ベルジン回数センタ一割事務総長、筑波大学人文社会科学研究科現代文化・公共政

策等攻教授)

-プロジェクトおよび専門家会議の趣欝説明 13 : 40 

本薄日代子(筑波大学人文社会科学研究科社会科学専攻教授)

隆家族と家族設業0)歴史的議醸

・日独における家族難念・家旗形態の霊史的震関 口:50 

姫間とし子(筑波大学人文社会科学研究科歴史・人類学専攻教授}

-毘家政策の対象としての家接(基本理念、、苦学、監史的差是開}

器} 日本{郊の考え方� 14:20 

土書館雅暢(内筒府参事官、少子・高齢化対策第一担当}� 

b) ドイツ側の考え方~家族政策の意義� 14: 40 

ヴオノレフガング・マインケ(連邦家主実・高齢者・女性・青少年省参事官)

-討論 15・00

度長:ハラノレド・クラインシエ&ミット{筑波大学人文社会科学研究科包際政治経済学専

攻長)

テーマ:家族・家族政策と辻?日本には、なぜ家族政策の概念がないのか?

エフーとープレイク� 15:40 

・人口構造および経接的基盤としての翠旗

'社会における家族構迭の展開~社会の人口構造上の基盤として 16: 00 

岡藤誠教授(尾正穏a大学特任教授、国支社会保障・人口問懇研究所前所長〉

-家族の経済的意義{労働力不足の問題やそのマイナス効果 16:30 

白波織佐和子(筑波大学システム情報工学研究科社会システム・� 7 ネジメント専攻

助教授)

・討論	 17: 00 

謹長:新井誠教授{筑波大学ビジネス科学研究科法替専攻長}

テーマ;家族政策の必要性、家族政策の商標(人口政策でiまない)

第� 1E f}，f，$ァ	 17 :30 

筑波大学三吉悲レセブ。ション	 18:00 



第� 2自由:2006年3月� 10白金曜日

・主催者挨拶 ヲ:30 

疲多野澄雄{筑波大学人文社会科学研究科長)

踊家藤の社会的意義と社会的諒知

・家族の社会的意義(育克・看護・介護などの担い手としての家接〕 ヲ:35 

下夷美幸{法政大学社会学部助教授)

-家践的労織と稼得労働{家銭的労舗の社会的器、知 10: 05 

ベルント・バロン・フォン・マイデノレ{マックスプランク国際社会保障治研究前所長)

-討論 10 : 35 

座長:問中洋子(筑波大学人文社会科学研究科社会科学専攻助教授)

テーマ:家捺的労働の社会的意義と社会的認知のあり方

コーとープレデク 	 Jl:05 

・家践のための経費能・社会的支援

・日本の社会保障法における家接関係給付の現状	 11 : 20 

江口隆祷(筑波大学ビジネス科学研究科lE業科学専攻長)

.ドイツの楳育サービス・関親休椴等の背兜支護の現状	 11 : 50 

こにーファ・マリア・ホーネ/レライン{マックスプランク国際社会保降法研究所研究員}

・音す論	 12: 20 

E室長:間宮築奈子(筑波大学人間総会科学研究科ヒューマン，ケア科学専攻教授}

テーマ:家醸のための緩済的・社会的支援とその効果

昼食 	  12 :50 

・歌州諸麗における家族政策

場ドイツにおける家接の実態の変化と家族政策上の範例変吏� 14: 00 

ウタ・マイア…=グレ…ヴェ{ギーセン大学家政・議委研究経淡理論研究所長、連邦議会

第� 7家族報告書安委員会委員}

-討論 14: 30 

~長:ハラ/レト・コンラット博士{ドイツ一日本研究所産1]所長)

テーマ:欧州諸塑における経験から何を学ぶことができるか?

コーとーブレグク� 

・報告者と参加者による全体詩論

慶長:本諜巳代子教授{筑波大学人文社会科学研究科社会科学専攻法橡分野)� 

00:・15 

• 21世紀における現代的な家族政策の自壊と課題� 15 : 20 

・現代的な家族政策に関する提案の紹介と修正� 16: 50 

・専門家会議総話および主催者代表としての閉会の静� 17 : 20 

ベルント・パロン・フォン・マイデル(マックスブランク国際社会保障法研究所昔話所長)

東� 2 fJfJ対ア� 17:30 



シンポジウムプログラム� 

2006年� 3月� 11自土壌日

-主催者・来賓挨拶 13 : 30 

岩崎洋一〔筑波大学学長}

猿口路子(内組府特命担滋大度、少子化・男女共同参画)

・シンポジウム遺留説明 13 : 40 

ブロリアン・クルマス(ドイツー自本研究所所長)� 

.13本とドイツにおける家族控念・構瀧の歴史的展関 13 : 50 

姫間とし子{筑波大学人文社会科学研究科歴史・人類学専攻教授}

・阪本の家挟支援に臨する諸政策の現状と課題 14 : 10 

ま書館雅暢{内部府若手事営、少子・高齢化対策第一担当)

が懸 14 : 30 

幽ドイツにおける家族政驚の現設と議題 14 : 45 

ヴ;t，レフガング‘マインケ(遂邦家族・潟齢者・女性・努少年省参事官)� 

・畿つかの欧州諸冨を選んだ上での家族設策の比較検討� 15 : 05 

ウタ・マイア一帯グレーヴェ〈ギーセン大学家政ー消費経済王室繍研究所長、連邦議会第� 7家

族綴告書芸委員会委員長}

・21世紀の� f家族のための総合政策Jの自壊と課盤� 15 : 25 

ベルント・バロン・ブオン・マイデ/レ{マ� yクスブランク笥際社会保簿法研究所前所祭)

45..15	政結� 

・全体討議	 16 : 00 

コーディネータ:江口睦絡(筑波大学どジネス科学研究科企業科学専攻長)

討論者;ベルント・バロン‘フォン・マイデ‘/レ、ウタ・マイア…=グレーヴェ、ヴォ

ルフガング・マインケ、姫持とし子、増間雅暢、ハラルト・コンラット{ドイ

ツ・日本研究所副所長)、ヱーファ・マリア・*ーネルライン("*"ツクスプランク

箆際社会保障法研究所研究員}

・21世裁の� f家族のための総合政築jに関する提言� 16: 40 

本j撃巳代子{筑波大学人文社会科学研究科社会科学専攻教授)

・シンポジウム総括	 16 : 45 

ベルント・バロン・フォン・マイデル(マックスプランク溜際社会保障法務究所前所長〕

・主催者間舎の操諺	 16 : 55 

上開港ニ(ベルリン臼独センタ…議rl事務総長、筑波大学人文社会科学研究科現代文化・公共政

策毒事攻教授)

シンポジグム持ア	 17 : 00 

総合間会:間都競チ� (NHKアナウンス霊室、筑波大学� 1988年王手}

向待通訳:棺?家電喜一{筑波大学人文社会科学研究平等文芸・言語助教後)、書長折千恵子.石川綾子


